
鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

敬
老
と
は
老
齢
者
を
敬
う
と
言
う
こ
と
で
す
が
、

町
内
会
行
事
予
定

（
三
ヶ
月
）

昨
今
の
風
潮
は
な
か
な
か
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

／
４
（
土
）
向
田
区

夜
殿
祭

10

た
だ
、
鷺
浦
に
は
前
人
の
労
苦
を
大
切
に
す
る
気
風

５
（
日
）

〃

大
祭

９

が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

（
日
）
第
４
回
市
民
大
会

０

12

あ
る
地
区
で
は

才
以
上
が

％
、

未
満
～

〃

佐
木
区

夜
殿
祭

２

75

33

75

60

が

％
（
多
い
）
、

未
満
が

％
（
少
な
い
）
だ

（
月
）

〃

大
祭

６

37

60

30

13

と
言
う
。
あ
と

年
で

％
が
敬
老
者
・
人
口
は
？

（
木
）
鷺
浦
小
学
校
教
育
研
究
会

15

70

16

三
地
区
・
敬
老
会

と
い
う
。
い
と
、
末
寂
し
き
こ
と
か
な
=
。

（
土
）
須
ノ
上
区

夜
殿
祭

数

18

９
月

日
（
日
）
向
田
区

／

・
須
ノ
上
区

／

〃

三
原
市
主
催

滞
在
型
ツ
ア
ー
来
島

ス

14

54

126

56

71

９
月

日
（
日
）
佐
木
区

／

計

／

＝

%

（
日
）
須
ノ
上
区

大
祭

セ

21

50

103

160

300

53

19

の
参
加
出
席
率
に
よ
り
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
土
）
町
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会(

老
）

ク

25

い
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
来
賓
を
は
じ
め
、
ご
協

ま
と
め
と
な
る
第
３
回
実
行
委
員
会
を
９
月

日

／
２(

土)

第
８
回
町
内
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会

26

11

力
い
た
だ
い
た
方
々
、
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
金
）
に
行
っ
た
。
今
年
度
の
特
色
は
、
前
夜
祭
を

（
土
）
市
政
懇
談
会

（

29

区
民
、
皆
で
そ
の
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中
止
し
た
こ
と
と
、選
手
に
メ
ロ
ン
送
付
を
中
止
し
、

中

日

参
加
費
を
安
く
し
た
こ
と
で
す
。

新

１

（
１
７
，
０
０
０
円
↓
１
５
，
０
０
０
円
）
。

更

月

○
・
参
加
費
納
入
者

名
（
昨
年

名
）

・
仲
秋
に

延
び
す
ぎ
ゆ
ら
ゆ
ら

た
か
葵

今

408

371

０

・
出
場
者

名
（
昨
年

名
）

・
秋
茄
子
や

味
よ
し
種
な
し

色
も
よ
し

だ

389

350

１

・
完
走
者

名
（
昨
年

名
）

あ
か
ん
た
れ

た

378

347

年

○
大
会
運
営
の
改
善
点

・
空
高
し

わ
け
ぎ
音
響
く

に
ぎ
に
ぎ
と

）

９

・
給
水
施
設
２
カ
所
増
設

Ｋ
Ｋ

１

・
駐
輪
箇
所
２
０
コ
増
設

・
チ
ョ
ン
と
鳴
く
虫
の
音
い
ず
こ
と

耳
澄
す

す

成

・
ゴ
ミ
収
集
車
業
者
委
託

・
電
話
越
し

名
月
め
で
る

母

娘

ま

は
は
む
す
め

平

・
シ
ル
バ
ー
委
託
・
テ
ン
ト
運
送

Ｍ
Ｔ

り

・
瀬
戸
内
病
院
周
辺
草
刈
り

・
蝉
三
日

蛍
は
七
日
の

命
と
か

が

・
島
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

二
中
生
徒
会

名
＋
県
立

二
万
八
千
日

何
し
て
き
た
か

ち

17

大

名
＋
民
生
委
員

名
＋
一
般

名

・
耳
遠
く

視
力
落
ち
て
も

口
減
ら
ず

た

13

10

14

・
飲
料
物
品
購
入

ア
ク
エ
リ
ヤ
ス(

１
／
２)

老
後
と
言
え
ぬ

元
気
な
八
十
路

で

や

そ

じ

ジ
ュ
ー
ス(

１
／
２)

紙
コ
ッ
プ
５
，
０
０
０
コ

ウ
リ
ボ
ー

”

・
鯉
幟
２
０
０
尾

寄
贈
＋
ワ
イ
ヤ
ー
新
設

・
宵
の
口

睡
魔
訪
れ

夜
半
に
は

Ｐ

・
市
民
大
会
用
ユ
ニ
ホ
ー
ム

着
新
調

目
覚
め
て
一
句

詩
作
に
耽
け
る

Ｈ

60

・
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
横
断
幕
・
万
国
旗

新
調

・
我
な
り
に

精
い
っ
ぱ
い
に

生
き
て
き
た

ま

・
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ぼ
り

本
新
調

な
れ
ど
足
跡

ど
こ
に
も
見
え
ず

し

50

・
テ
ン
ト

張

購
入
予
定

Ｒ

ぎ

15

な
ど
な
ど
多
く
の
事
業
を
行
い
、
島
の
活
性
化
の

・
姉
妹
会

先
づ
墓
ト
ー
ク

須
波
泊

さ

た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
の
で

大
久
野
兎

バ
イ
バ
イ
又
ね

”

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

Ｄ
生



素
直
に
受
け
入
れ
れ
ば
い
い
の
だ
。
笑
い
の

特
産
品
講
習
会

８
／
６
・
９
／

９
／

（
火
）

30

23

中
に
真
実
が
う
か
が
え
、
楽
し
く
拝
聴
し
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て

し
た
。

今
回
の
講
演
の
企
画
、
準
備
は
町
内
の
民

生
委
員
さ
ん
、
４
カ
所
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

分
担
し
て
受
け
持
ち
ま
し
た
。
お
土
産
の
お

寿
司
、
会
場
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

と
り
わ
け
舞

台
正
面
の
タ
ベ
ス
ト
リ
ー
は
素
晴
ら
し
く
（
島

の
大
橋
・
仲
秋
の
名
月
・
輝
く
海
に
浮
か
ぶ

４

船
）、
先
生
も
島
の
熱
意
を
汲
ん
で
下
さ
っ
た

０

こ
と
で
し
ょ
う
。
サ
ロ
ン
が
協
力
し
て
、

０

220

名
参
加
の
講
演
会
を
盛
会
裡
に
終
え
た
こ
と

５

日

は
大
き
な
成
果
で
し
た
。（
女
性
の
パ
ワ
ー
で

｜

１

活
力
あ
る
島
を
と
自
負
し
た
こ
と
で
し
た
）

７

月

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
り

８

０

９
月

日
（
月
）

蒔
よ
り
鷺
浦
小
学
校

鷺
島
の
活
性
化
を
考
え
る
と
き
、
訪

Ｌ

15

14

１

体
育
館
に
於
い
て
、
わ
ら
じ
医
者
と
し
て
有

れ
た
人
に
何
も
お
土
産
が
な
い
の
は
、

Ｅ

年

名
な
京
都
の
早
川
一
光
先
生
を
お
迎
え
し
て

い
か
に
も
寂
し
い
。
季
節
の
野
菜
類
を

Ｔ

０

「
人
生
の
楽
し
さ
、
生
き
方
の
こ
つ
～
子
育

鷺
港
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
緑
花
会
）

優
者

２
位

３
位

２

て
・
介
護
・
我
が
道
～
｝
と
題
し
た
福
祉
講

で
販
売
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
な
ん

Ａ

高
崎
勝
巳

河
原
司
男

鳥
生
悦
郎

成

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

と
か
、
特
産
品
を
と
三
地
区
で
試
作
品

Ｂ
舩
附
与
志
雄

白
須

均

山
根
徳
光

平

来
場
さ
れ
る
や
い
な
や
、
待
ち
受
け
て
た

づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。
少
し
づ
つ
、
Ｃ

吉
田
光
也

宮
下
敏
治

宮
谷
時
男

ー

参
加
者
と
握
手
・
握
手
・
・
・
「
こ
ん
に
ち

実
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
・
・
・

な
か
な
か
の
盛
会
で
し
た
。

タ

は
、
元
気
で
す
か
？
・
？
返
事
が
な
い
！
」

今
度
は
冷
蔵
庫

９
／

（
水
）

お
知
ら
せ

ン

24

こ
ん
な
や
り
と
り
で
、
型
破
り
の
講
演
は
始

セ
ミ
ナ
ー
海
岸
に
、
昨
年
は
大
型
テ

三
原
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
連
絡

セ

ま
っ
た
。
途
中
、
歌
や
踊
り
も
出
て
き
、
ユ

で
、
次
回
選
挙
か
ら
鷺
浦
の
三
地
区
の
投

ィ

ー
モ
ラ
ス
な
会
話
で
、
老
い
や
介
護
に
つ
い

票
時
間
が
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

テ

て
話
さ
れ
た
。
人
が
生
き
て
行
く
に
は
、
お

に
な
る
予
定
で
す
。

ニ

世
話
を
し
た
り
、
さ
れ
た
り
す
る
の
は
人
間

（
一
時
間
の
短
縮
に
な
り
ま
す
。
）

ュ

だ
け
の
行
為
な
の
だ
。
鷺
島
の
よ
う
な
お
だ

レ
ビ
（
９
０
セ
ン
チ
四
角
）
聞
い
た
こ
と
の

ミ

や
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
田
舎
こ
そ
、
福
祉

な
い
メ
ー
カ
ー
、
今
年
は
冷
蔵
庫
（
中
国
製

コ

の
心
が
残
っ
て
い
る
。
自
分
が
出
来
る
範
囲

・
会
社
名
は
韓
国
）
が
流
れ
着
い
た
。
同
じ

で
隣
の
一
人
に
声
を
か
け
て
あ
げ
る
、
こ
れ

場
所
に
流
れ
つ
く
と
は
？
。
日
本
海
を
流
れ

が
福
祉
だ
。
人
と
行
き
来
す
る
こ
と
が
サ
ロ

て
き
た
と
は
思
え
な
い
。
さ
て
、
誰
が
、
ど

ン
で
あ
る
。
年
を
と
る
と
少
々
の
物
忘
れ
は

こ
か
ら
流
し
た
も
の
か
。
困
っ
た
も
の
だ
。

当
然
、
お
も
ら
し
も
あ
る
さ
、
そ
れ
ら
を
、

（
港
湾
課
が
引
き
取
り
に
き
て
く
れ
ま
し
た
）




